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 マニラ日本人会の皆様、新年あけましておめでとうございます。 

 皆様は、コロナ禍の下、長く厳しい行動制限の中で、感染の恐

怖と闘いながら、大変ご不便な生活を強いられてこられたことと

存じます。コロナ禍はいまだ終息してはいませんが、昨年春先よ

り、その負の影響は確実に弱まってきております。減少傾向が続

いていた日本人会会員、日本人学校の児童・生徒、在留邦人数、

日系企業数なども、徐々に増加に転じました。今年は、当地の日

本人社会が一日も早くコロナ禍以前の姿に、そして一層活発にな

ることを願っております。 

 報道によれば、昨年７月以降フィリピンを訪問する日本人が毎

月１万人を超えたとのことです。また、日本を訪問するフィリピ

ン人も昨年 10月には１万人を超えました。双方の水際措置の緩和

によるものと考えられますが、2019 年には日本人の来訪が 68 万

人余、訪日フィリピン人の数が 61万人余でしたので、両国民の交

流はこれからが本番といえるでしょう。出来るだけ早くコロナ禍

以前の活発な相互交流を復活させ、更にそれを上回れるよう、日

本政府、大使館としても精いっぱい取り組んで参る所存です。 

 本年は、日本人会の伝統行事である盆踊り大会や文化祭などの

様々な行事が、３年ぶりに開催される予定と伺っています。活気

に満ちた当地日本人コミュニティの盛り上がりを強く期待してお

ります。また、日本大使館としても積極的に協力、参加させて頂

ければと存じます。 

 昨年、フィリピンの調査会社が行った世論調査では、約 80％の

フィリピン人が日本を信頼できる国だと答えています。過去の不

幸な歴史にもかかわらず、これだけの好感が得られているのは、

ひとえに長年にわたる皆様の社会的貢献、人的交流、経済的交流。
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文化的交流面での大きな貢献があったればこそです。 

 昨年７月、マルコス新政権が発足しましたが、日比両国関係は

極めて良好に推移しております。今年も、引き続き皆様のご理解

とご支援を賜りながら、信頼関係が一層深まるよう取り組んでま

いりたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

2023 年がマニラ日本人会の皆様にとり素晴らしい一年となりま

すことを心より祈念して、新年のご挨拶とさせていただきます。 

 


